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王
畿
の
「
格
物
」
説
に
つ
い
て
三
澤
三
知
夫
専
修
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
は
じ
め
に
今
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
王
畿
は
、
王
守
仁
の
思
想
の
祖
述
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
李
贄
は
「
然
れ
ど
も
龍
渓
先
生
の
五
六
十
年
其
の
師
説
を
守
り
て
少
し
も
改
変
せ
ざ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
靡
然
と
し
て
風
に
従
ひ
一
に
此
に
至
ら
ざ
る
な
り
。
此
れ
則
ち
陽
明
先
生
の
幸
に
し
て
、
亦
た
天
下
万
世
の
大
幸
な
り
」
と
述
べ
、
王
畿
は
王
守
仁
の
思
想
の
祖
述
者
と
し
て
の
位
置
を
失
う
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、「
少
し
も
改
変
せ
ざ
る
に
非
ざ
れ
ば
…
…
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
差
異
は
あ
る
と
李
贄
は
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
畿
と
王
守
仁
両
者
の
差
異
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
「
格
物
」
が
あ
る
。
そ
の
差
異
を
、
次
に
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
欲
不
是
效
、
正
是
為
学
真
正
路
徑
、
正
是
致
知
真
正
工
夫
。
然
欲
立
定
命
根
、
不
是
懸
空
做
得
、
格
物
正
是
致
知
下
手
実
地
、
故
曰
在
格
物
。
格
是
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天
則
、
良
知
所
本
有
、
猶
所
謂
天
然
格
式
也
。
若
不
在
感
応
上
参
勘
得
過
、
打
畳
得
下
、
終
落
懸
空
、
対
境
有
動
処
。
良
知
本
虚
、
格
物
乃
実
、
虚
実
相
生
、
天
則
常
見
、
方
是
真
立
本
也
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
九
、
答
聶
双
江
（
二
））（
無
欲
と
は
結
果
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
学
問
に
お
い
て
正
し
い
一
つ
の
過
程
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
致
知
の
真
正
の
工
夫
で
あ
る
。
だ
か
ら
命
根
を
定
め
る
こ
と
は
、
観
念
的
に
行
う
も
の
で
は
な
く
、
格
物
は
致
知
の
工
夫
を
行
う
場
で
あ
り
、
だ
か
ら
「
致
知
は
格
物
に
在
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
格
」
と
は
「
天
則
」
で
あ
り
、
良
知
が
も
と
も
と
持
つ
も
の
で
あ
り
、
天
然
の
格
式
の
よ
う
な
も
の
。
感
応
と
い
う
場
に
参
照
せ
ず
、
事
を
予
め
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
観
念
的
と
な
り
、
対
境
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
良
知
は
も
と
も
と
虚
な
る
も
の
、
格
物
は
実
な
る
も
の
、
虚
実
が
生
じ
て
、
天
則
が
つ
ね
に
現
れ
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
根
本
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。）
こ
れ
は
王
畿
の
聶
豹
宛
て
の
書
簡
で
あ
る
が
、
ま
ず
無
欲
と
い
う
の
は
功
効
で
は
な
く
、
工
夫
と
し
て
の
過
程
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
格
物
と
い
う
も
の
は
感
応
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
聶
豹
を
批
判
す
る
。
こ
れ
は
帰
寂
派
の
聶
豹
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
常
套
に
属
す
る
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
「
格
是
天
則
、
良
知
所
本
有
、
猶
所
謂
天
然
格
式
也
」
の
「
格
」
を
「
天
則
」
と
す
る
の
は
、「
格
」
を
「
正
す
」
と
す
る
王
守
仁
の
解
釈
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
い
え
る
。
王
守
仁
に
と
っ
て
「
格
物
」
と
は
聖
人
の
工
夫
の
過
程
の
一
で
あ
り
、「
格
」
の
「
正
（
す
）」
と
い
う
訓
も
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
王
畿
の
よ
う
に
そ
れ
を
「
天
則
」
と
訓
じ
て
し
ま
え
ば
、「
正
す
」
と
い
う
動
詞
の
訓
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
王
畿
の
「
格
」
を
「
天
則
」
と
す
る
解
釈
は
、
む
し
ろ
「
格
物
」
を
功
効
と
す
る
聶
豹
の
格
物
説
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
、
王
守
仁
の
祖
述
者
と
言
わ
れ
る
王
畿
の
学
説
に
お
い
て
何
故
こ
の
よ
う
な
逸
脱
が
生
じ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
万
暦
十
五
年
蕭
良
幹
刻
本
『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
二
十
巻
を
底
本
と
し
て
用
い
た
。
以
下
、『
全
集
』
と
略
記
す
る
。
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一
、「
物
」
字
の
定
義
来
教
謂
「
諸
生
所
問
悪
外
物
且
不
可
、
況
欲
格
而
去
之
」、
亦
是
善
問
、
兄
必
欲
以
無
欲
証
之
、
謂
「
指
悪
外
物
之
物
、
為
父
母
人
倫
亦
在
其
中
、
非
吾
所
謂
専
以
為
物
欲
者
也
。
無
欲
須
於
人
倫
事
物
上
磨
、
豈
可
与
悪
外
物
之
物
同
乎
」
云
々
、
是
以
一
物
為
両
解
、
反
為
纏
繞
。
若
如
先
師
本
旨
、
人
倫
事
物
之
物
即
悪
外
物
之
物
、
本
非
二
義
。
在
人
倫
事
物
上
磨
、
格
其
不
正
以
帰
於
正
、
正
是
無
欲
工
夫
。
舜
明
於
庶
物
之
物
、
即
是
格
物
之
物
。
謂
之
「
明
」
者
、
致
其
良
知
而
無
所
蔽
也
。
兄
徑
以
物
字
作
欲
字
看
、
従
古
無
此
訓
釈
。
易
曰
「
乾
、
陽
物
也
、
坤
、
陰
物
也
」、
曰
「
復
、
小
而
弁
於
物
」、
曰
「
言
有
物
」、
曰
「
精
気
為
物
」、
記
曰
「
以
郷
三
物
教
万
民
」、
中
庸
曰
「
誠
者
物
之
終
始
」、
曰
「
為
物
不
弐
」、
皆
未
嘗
以
物
訓
欲
也
。
…
…
無
欲
之
物
不
礙
本
末
之
物
。
…
…
物
無
両
解
、
虚
心
善
観
、
本
自
明
白
。（『
全
集
』
巻
六
、「
格
物
問
答
原
旨
」）（
お
手
紙
に
は
「
諸
生
は
問
う
、
外
物
を
悪
む
こ
と
す
ら
不
可
な
の
に
、
ま
し
て
格
去
す
る
こ
と
な
ど
全
く
必
要
な
い
」
と
い
う
弟
子
の
疑
問
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
よ
い
問
い
で
あ
り
、
あ
な
た
は
『
無
欲
』
に
よ
っ
て
弟
子
の
問
い
に
答
え
、「
外
物
を
悪
む
の
物
を
解
し
て
、
父
母
人
倫
（
の
物
）
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
と
す
る
が
、
私
（
王
敬
所
）
は
も
っ
ぱ
ら
物
を
欲
と
考
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
無
欲
（
の
物
）
と
は
人
倫
事
物
の
上
で
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
外
物
を
悪
む
の
物
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
一
語
に
二
義
を
あ
た
え
、
わ
か
り
づ
ら
い
。
先
師
の
説
は
、
人
倫
事
物
の
物
は
外
物
を
悪
む
の
物
で
あ
り
、
二
義
は
な
い
。
人
倫
事
物
の
上
で
お
こ
な
い
、
不
正
を
格
し
て
正
に
か
え
る
の
が
ま
さ
に
無
欲
の
工
夫
で
あ
る
。「
舜
明
於
庶
物
」
の
物
は
格
物
の
物
で
あ
る
。「
明
」
と
い
う
の
は
良
知
を
致
し
て
完
き
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
は
物
即
ち
欲
と
解
し
て
い
る
が
、
以
前
に
も
そ
の
よ
う
な
訓
釈
は
な
い
。『
易
』
の
「
乾
、
陽
物
也
、
坤
、
陰
物
也
」・「
復
、
小
而
弁
於
物
」・「
言
有
物
」・「
精
気
為
物
」、『
礼
記
』
の
「
以
郷
三
物
教
万
民
」、『
中
庸
』
の
「
誠
者
物
之
終
始
」・「
為
物
不
弐
」、
す
べ
て
「
物
」
を
「
欲
」
と
訓
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
無
欲
の
物
は
本
末
の
物
と
矛
盾
し
な
い
。
…
…
物
に
二
つ
の
意
は
無
く
、
虚
心
に
読
め
ば
、
明
ら
か
な
は
ず
だ
。）
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こ
の
「
格
物
問
答
原
旨
」
は
王
畿
と
王
敬
所
と
の
格
物
を
め
ぐ
る
対
論
で
あ
る
。
最
初
の
部
分
に
「
兄
（
王
敬
所
の
こ
と
）
必
欲
以
無
欲
証
之
」
と
あ
り
、
こ
の
「
格
物
問
答
原
旨
」
で
は
「
無
欲
」
と
い
う
語
が
重
要
な
は
た
ら
き
を
す
る
か
ら
説
明
し
て
お
こ
う
。「
兄
徑
以
物
字
作
欲
字
看
、
従
古
無
此
訓
釈
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
王
畿
は
、
王
敬
所
が
「
物
」
を
専
ら
「
欲
」
と
訓
じ
て
い
る
と
見
做
し
て
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
王
畿
が
「
兄
必
欲
以
無
欲
証
之
」
と
い
う
所
の
「
無
欲
」
と
は
「
欲
」
を
「
無
」
み
す
る
、
も
し
く
は
単
な
る
無
欲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
王
敬
所
は
「
指
悪
外
物
之
物
、
為
父
母
人
倫
亦
在
其
中
、
非
吾
所
謂
専
以
為
物
欲
者
也
」
と
言
い
、「
外
物
を
悪
む
」
の
「
物
」
の
中
に
「
父
母
人
倫
」
の
「
物
」
も
含
ま
れ
る
と
し
、
物
を
一
義
的
に
「
欲
」
と
見
て
い
る
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
続
け
て
王
敬
所
が
「
無
欲
須
於
人
倫
事
物
上
磨
、
豈
可
与
悪
外
物
之
物
同
乎
」
と
い
う
の
を
と
ら
え
、
王
畿
は
、
王
敬
所
の
解
釈
で
は
「
物
」
に
、「
外
物
を
悪
む
」
の
「
物
」
と
「
人
倫
事
物
」
の
「
物
」
と
い
う
二
義
を
与
え
る
か
ら
不
可
と
す
る
。「
如
先
師
本
旨
、
人
倫
事
物
之
物
即
悪
外
物
之
物
、
本
非
二
義
」
と
あ
る
か
ら
、
師
説
に
お
い
て
こ
の
「
外
物
を
悪
む
」
の
「
物
」
と
「
人
倫
事
物
」
の
「
物
」
は
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
王
畿
は
主
張
し
、
師
説
を
根
拠
に
王
敬
所
を
論
難
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
師
説
と
は
お
そ
ら
く
「
物
」
を
「
虚
位
」
と
す
る
『
伝
習
録
』
上
、
第
一
〇
一
条
の
「
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
善
悪
は
全
く
物
に
在
ら
ざ
る
か
。
曰
く
、
只
だ
汝
の
心
に
在
り
。
理
に
循
ふ
は
便
ち
是
れ
善
に
し
て
、
気
を
動
か
す
は
便
ち
是
れ
悪
な
り
。
曰
く
、
畢
竟
物
に
善
悪
無
き
か
。
曰
く
、
心
に
在
り
て
は
此
の
如
く
な
れ
ば
、
物
に
在
り
て
も
亦
た
然
り
」
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
王
畿
は
物
の
一
義
性
を
主
張
し
て
い
る
。
付
言
し
て
お
く
と
、「
無
欲
不
是
效
、
正
是
為
学
真
正
路
徑
、
正
是
致
知
真
正
工
夫
。」（『
全
集
』
巻
九
、
答
聶
双
江
（
二
））
と
あ
り
、
王
畿
は
無
欲
は
結
果
で
は
な
く
過
程
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
聶
豹
の
よ
う
に
無
欲
効
験
説
を
と
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
王
畿
と
王
敬
所
は
一
致
し
て
い
る
。
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二
、
王
守
仁
の
格
物
説
先
ず
王
守
仁
の
格
物
説
を
こ
こ
で
概
観
し
て
お
き
た
い
。
王
畿
の
学
説
は
王
守
仁
の
そ
れ
に
加
上
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
来
よ
り
王
守
仁
の
格
物
説
は
致
良
良
知
説
提
唱
前
と
提
唱
後
で
は
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
水
野
実
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
致
良
知
説
提
唱
前
は
、
格
物
は
良
知
と
い
う
本
体
に
至
る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
が
、
致
良
知
説
提
唱
後
は
格
物
は
致
良
知
の
中
に
包
摂
さ
れ
、
工
夫
と
し
て
の
意
味
を
失
っ
て
い
く
と
さ
れ
る
（
１
）
。
付
言
す
れ
ば
格
物
は
そ
れ
自
体
と
し
て
工
夫
で
は
な
く
、
他
の
八
目
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
れ
ら
工
夫
の
場
（＝
物
）
と
な
る
の
み
で
あ
る
。
王
門
の
八
目
解
釈
に
お
い
て
格
物
は
誠
意
と
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
の
だ
が
、
次
に
致
良
知
説
提
唱
前
の
誠
意
説
を
あ
げ
る
。
曰
、
如
好
好
色
、
如
悪
悪
臭
、
則
如
何
。
曰
、
此
正
是
一
循
於
理
。
是
天
理
合
如
此
、
本
無
私
意
作
好
作
悪
。
曰
、
如
好
好
色
、
如
悪
悪
臭
、
安
得
非
意
。
曰
、
却
是
誠
意
、
不
是
私
意
。
誠
意
只
是
循
天
理
。
雖
是
循
天
理
、
亦
着
不
得
一
分
意
。
故
有
忿
好
楽
、
則
不
得
其
正
。
須
是
廓
然
大
公
、
方
是
心
之
本
体
。（『
伝
習
録
』
上
、
第
一
〇
一
条
）（
問
う
、「『
好
色
を
好
む
が
如
く
、
悪
臭
を
悪
む
が
如
し
』
と
は
ど
う
い
う
事
で
す
か
」。
答
え
る
、「
こ
れ
は
ま
さ
し
く
ひ
た
す
ら
理
に
循
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
天
理
と
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
り
、
本
々
私
意
に
よ
っ
て
好
悪
す
る
こ
と
は
無
い
」。
問
う
、「『
好
色
を
好
む
が
如
く
、
悪
臭
を
悪
む
が
如
し
』
と
は
意
に
つ
い
て
言
っ
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。
答
え
る
、「
誠
意
に
ほ
か
な
ら
ず
、
私
意
で
は
な
い
。
誠
意
と
は
ひ
た
す
ら
天
理
に
循
う
こ
と
な
の
だ
。
天
理
に
循
う
と
い
っ
て
も
意
志
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
は
げ
し
い
怒
り
、
強
い
好
み
が
あ
る
と
き
は
心
の
正
常
な
働
き
が
得
ら
れ
な
い
。
さ
っ
ぱ
り
と
広
々
と
し
て
い
て
こ
そ
心
の
本
体
な
の
だ
。」）
専修人文論集９８号 34
こ
の
よ
う
に
致
良
知
説
提
唱
以
前
、『
好
色
を
好
む
が
如
く
、
悪
臭
を
悪
む
が
如
し
』
は
誠
意
の
伝
釈
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
誠
意
は
格
物
と
「
格
物
は
是
れ
誠
意
の
工
夫
」）『
伝
習
録
』
上
、
第
一
四
条
）
と
い
う
定
義
を
介
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
水
野
氏
前
掲
論
文
に
あ
る
と
お
り
、
致
良
知
説
提
唱
以
前
に
お
い
て
、「
心
の
本
体
」
は
「
知
（
良
知
）」
と
さ
れ
、
致
知
は
そ
れ
自
体
と
し
て
工
夫
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
知
至
る
」
と
解
さ
れ
、
工
夫
の
結
末
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
か
ら
、
致
良
知
説
提
唱
以
前
に
お
い
て
最
も
重
要
な
八
目
の
工
夫
は
格
物
・
誠
意
で
あ
る
（
２
）
。
次
に
王
守
仁
五
十
四
才
時
の
「
答
人
論
学
書
」
を
と
り
あ
げ
、
致
良
知
説
提
唱
以
後
の
格
物
と
誠
意
の
関
係
を
見
て
い
き
た
い
。
心
者
身
之
主
也
。
而
心
之
虚
霊
明
覚
、
即
所
謂
本
然
之
良
知
也
。
其
虚
霊
明
覚
之
良
知
、
応
感
而
動
者
、
謂
之
意
。
有
知
而
後
有
意
。
無
知
則
無
意
矣
。
知
非
意
之
体
乎
。
意
之
所
用
、
必
有
其
物
。
物
即
事
也
。
如
意
用
於
事
親
、
即
事
親
為
一
物
。
意
用
於
治
民
、
即
治
民
為
一
物
。
意
用
於
読
書
、
即
読
書
為
一
物
。
意
用
於
聴
訟
、
即
聴
訟
為
一
物
。
凡
意
之
所
用
、
無
有
無
物
者
。
有
是
意
即
有
是
物
、
無
是
意
即
無
是
物
矣
、
物
非
意
之
用
乎
。（『
伝
習
録
』
中
、「
答
人
論
学
書
」）（
心
は
身
の
主
体
で
あ
る
。
心
の
虚
霊
明
覚
と
は
、
所
謂
本
然
の
良
知
で
あ
る
。
虚
霊
明
覚
な
る
良
知
が
、
感
応
し
て
動
け
ば
意
と
名
づ
け
る
。
知
が
あ
っ
て
後
、
意
が
あ
る
。
知
が
無
け
れ
ば
意
も
無
い
。
知
は
意
の
本
体
で
は
な
い
か
。
意
の
働
き
が
あ
れ
ば
、
必
ず
対
象
と
し
て
の
物
が
あ
る
。
物
と
は
事
で
あ
る
。
も
し
親
に
仕
え
る
こ
と
に
意
を
用
い
れ
ば
、
親
に
仕
え
る
こ
と
が
一
つ
の
物
と
な
る
。
民
を
治
め
る
こ
と
に
意
を
用
い
れ
ば
、
民
を
治
め
る
こ
と
が
一
つ
の
物
と
な
る
。
読
書
に
意
を
用
い
れ
ば
、
書
を
読
む
こ
と
が
一
つ
の
物
と
な
る
。
裁
判
に
意
を
用
い
れ
ば
、
裁
く
こ
と
が
一
つ
の
物
と
な
る
。
意
の
働
き
が
あ
れ
ば
、
物
が
無
い
こ
と
は
な
い
。
意
が
有
れ
ば
物
が
有
り
、
意
が
無
け
れ
ば
物
は
無
い
、
物
は
意
の
は
た
ら
き
で
は
で
は
な
い
か
。）
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
知
が
意
の
本
体
と
し
て
あ
り
、
そ
の
意
の
は
た
ら
く
対
象
が
物
と
さ
れ
る
。
本
体
と
は
常
々
、
本
来
的
な
在
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り
方
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
体
」
字
（
本
体
）
は
本
源
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
の
王
守
仁
の
定
義
に
も
と
づ
け
ば
、
知
の
表
現
が
意
で
あ
り
、
意
の
表
現
が
物
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
も
解
釈
で
き
る
し
、
物
の
全
き
現
れ
が
意
で
あ
り
、
意
の
全
き
現
れ
が
知
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
も
解
釈
で
き
る
。
前
者
は
表
現
の
表
現
と
い
う
か
た
ち
で
「
体
」
と
い
う
本
源
か
ら
の
逸
脱
を
説
き
、
後
者
は
現
成
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
知
・
意
・
物
の
解
釈
か
ら
四
無
論
・
四
有
論
と
い
う
考
え
方
は
自
然
と
出
て
く
る
も
の
と
言
え
る
（
３
）
。
ま
た
終
わ
り
の
部
分
に
「
有
是
意
即
有
是
物
。
無
是
意
即
無
是
物
矣
。
物
非
意
之
用
乎
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
順
え
ば
「
意
」
が
「
物
」
に
先
行
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
当
然
、「
誠
意
」
の
工
夫
が
「
格
物
」
の
工
夫
に
先
行
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ま
た
「
物
非
意
之
用
乎
」
と
は
王
畿
の
常
用
す
る
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
次
に
王
畿
の
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
の
用
例
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
三
、「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
意
之
所
用
為
物
、
是
喫
緊
要
語
。
物
之
善
悪
無
定
形
、
意
善
則
物
善
、
意
悪
則
物
悪
。
格
者
正
也
、
格
其
不
正
以
帰
於
正
、
為
困
勉
立
法
、
正
與
不
正
皆
従
意
根
上
用
力
。
故
曰
格
物
者
、
格
其
意
之
物
也
。
若
在
物
上
求
正
、
即
為
義
襲
之
学
、
非
大
学
本
旨
矣
。（『
全
集
』
巻
十
一
、「
與
万
合
渓
」）（「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
い
う
語
は
、
非
常
に
重
要
な
語
で
あ
る
。
物
の
善
悪
は
既
定
の
も
の
に
よ
ら
ず
、
意
が
善
で
あ
れ
ば
物
も
善
で
あ
り
、
意
が
悪
で
あ
れ
ば
物
も
悪
で
あ
る
。
格
と
は
正
で
あ
り
、
そ
の
不
正
を
格
し
て
正
に
復
す
る
の
は
、
困
勉
者
の
た
め
に
教
法
で
あ
り
、
正
と
不
正
は
す
べ
て
意
に
お
け
る
工
夫
に
か
か
る
。
だ
か
ら
格
物
と
は
「
意
の
物
」
を
格
す
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
物
上
に
正
し
さ
と
い
う
法
則
を
求
め
れ
ば
、
義
襲
の
学
と
な
っ
て
、
大
学
の
本
旨
で
は
な
い
。）
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ま
ず
冒
頭
に
お
い
て
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
い
う
定
義
は
重
要
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
し
て
「
意
の
用
い
る
所
」
が
「
物
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
意
が
善
で
あ
れ
ば
物
は
善
、
意
が
悪
で
あ
れ
ば
物
は
悪
で
あ
る
こ
と
が
導
出
さ
れ
る
。
ま
た
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
い
う
こ
と
は
物
に
定
性
が
な
い
こ
と
で
あ
り
「
物
の
善
悪
、
定
形
無
し
」
と
な
る
。
そ
し
て
「
格
物
者
、
格
其
意
之
物
也
」
は
「
物
上
求
正
」
を
否
定
し
て
い
る
。「
物
上
求
正
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
王
守
仁
が
「
且
く
父
に
事
ふ
る
が
如
き
は
、
父
上
に
去
き
て
箇
の
孝
の
理
を
求
む
る
と
成
さ
ず
、
…
…
都
て
只
だ
此
の
心
に
在
り
。
心
は
即
ち
理
な
り
」（『
伝
習
録
』
上
、
第
三
条
）
と
見
立
て
た
朱
熹
格
物
説
で
あ
り
、
そ
の
「
物
」
と
は
意
識
か
ら
独
立
な
客
観
的
存
在
で
あ
る
。「
格
物
者
、
格
其
意
之
物
也
」
の
「
意
之
物
」
と
は
意
と
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
ら
え
た
物
の
意
識
性
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
王
畿
に
お
い
て
は
「
格
」
の
対
象
と
な
る
。
次
に
あ
げ
る
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
は
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
に
つ
い
て
王
畿
が
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
謂
意
之
所
用
爲
物
。
大
学
之
要
、
務
於
誠
意
、
誠
意
之
功
、
在
於
格
物
、
誠
意
之
極
、
在
於
止
至
善
、
止
至
善
之
則
、
在
於
致
知
。
一
也
。
心
之
虚
霊
明
覚
、
所
謂
本
然
之
良
知
也
。
其
虚
霊
明
覚
之
良
知
之
感
応
而
動
也
、
謂
之
意
、
有
知
而
後
有
意
、
無
知
則
無
意
矣
。
意
之
感
動
、
必
有
所
用
之
物
、
有
是
意
斯
有
是
物
、
無
意
則
無
物
矣
。
良
知
者
、
寂
然
之
体
、
物
者
、
所
感
之
用
、
意
則
寂
感
所
乗
之
幾
也
。
有
物
必
有
則
、
良
知
是
天
然
之
則
。
格
者
正
也
、
物
者
事
也
、
格
物
者
、
致
吾
心
良
知
之
天
則
於
事
事
物
物
之
中
也
。
吾
心
之
良
知
、
所
謂
理
也
、
物
得
其
理
、
之
謂
格
。
正
感
正
応
、
不
過
其
則
、
則
物
得
其
理
矣
。
故
曰
「
至
善
無
悪
者
心
之
体
也
、
有
善
有
悪
者
意
之
動
也
、
知
善
知
悪
者
良
知
也
、
爲
善
去
悪
者
格
物
也
。」
如
好
好
色
謂
之
爲
善
、
如
悪
悪
臭
爲
悪
。
戒
自
欺
而
求
自
慊
、
惟
在
察
諸
一
念
之
微
、
所
謂
慎
独
也
。
捨
慎
独
之
外
、
更
無
所
謂
格
之
之
功
矣
。
若
曰
「
何
在
非
物
、
何
在
非
格
。
当
克
己
即
克
己
、
克
己
一
格
物
也
、
当
窮
理
即
窮
理
、
窮
理
一
格
物
也
、
当
感
応
即
感
応
、
感
応
一
格
物
也
。
格
於
上
下
、
上
格
天
、
下
格
地
也
。
有
恥
且
格
、
格
君
心
之
非
、
明
格
人
物
也
。
神
之
格
思
、
幽
格
鬼
神
也
」、
則
是
未
有
是
意
、
先
有
是
物
、
善
何
従
而
為
、
悪
何
従
而
去
。
且
意
無
所
用
、
又
何
従
而
用
其
致
知
之
功
乎
。
天
地
間
只
有
一
感
一
応
而
已
、
応
感
是
誠
意
真
脈
絡
、
不
可
須
臾
離
也
。
克
己
窮
理
正
是
爲
善
去
悪
、
乃
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誠
意
日
可
見
之
行
。
而
概
以
当
字
並
挙
而
貫
之
、
含
糊
泛
漫
、
不
知
何
取
於
義
而
云
爾
也
。
至
於
天
地
人
物
、
鬼
神
格
物
之
説
、
分
明
是
或
問
旧
見
解
、
兄
特
習
之
而
不
自
察
耳
。
先
師
自
謂
格
物
「
其
於
或
問
九
条
之
説
、
皆
包
羅
統
括
於
其
中
」、
兄
亦
自
謂
格
物
「
其
於
九
条
之
説
、
皆
包
羅
統
括
於
其
中
」、
是
則
然
矣
、
但
為
之
有
要
而
作
用
不
同
、
正
所
謂
毫
釐
之
差
、
不
可
以
不
察
也
。（『
全
集
』
巻
十
、「
答
呉
悟
齋
」（
二
））（「
意
の
用
ふ
る
所
を
物
と
為
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
大
学
の
重
点
は
意
を
誠
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
誠
意
の
工
夫
は
格
物
に
あ
り
、
誠
意
の
極
点
は
止
至
善
に
あ
り
、
至
善
と
い
う
場
に
止
ま
る
た
め
に
は
、
致
知
が
必
要
で
あ
る
。
一
で
あ
る
。
心
の
虚
霊
明
覚
は
、
所
謂
本
然
の
良
知
で
あ
る
。
虚
霊
明
覚
な
る
良
知
が
感
応
し
て
動
け
ば
そ
れ
を
意
と
い
い
、
知
が
あ
れ
ば
そ
の
後
に
意
が
あ
り
、
知
が
な
け
れ
ば
意
も
な
い
。
意
が
感
応
し
て
動
く
時
は
、
必
ず
そ
れ
が
働
き
か
け
る
対
象
が
あ
り
、
こ
の
意
が
あ
れ
ば
こ
の
物
が
あ
り
、
意
が
な
け
れ
ば
物
も
な
い
。
良
知
は
寂
然
な
る
本
体
で
あ
り
、
物
は
感
応
の
対
象
で
あ
り
、
意
は
寂
と
感
の
間
の
幾
で
あ
る
。
物
が
あ
れ
ば
必
ず
則
が
あ
り
、
良
知
は
天
然
の
則
で
あ
る
。
格
と
は
正
で
あ
り
、
物
と
は
事
で
あ
り
、
格
物
と
は
我
が
心
の
良
知
の
天
則
を
事
事
物
物
の
中
に
致
す
こ
と
で
あ
る
。
我
が
心
の
良
知
と
は
所
謂
理
で
あ
り
、
物
が
そ
の
理
を
得
る
こ
と
を
、
格
と
い
う
の
で
あ
る
。
正
し
く
感
応
す
れ
ば
、
そ
の
法
則
に
違
う
こ
と
は
な
く
、
物
は
そ
の
理
を
得
る
。
だ
か
ら
「
至
善
無
悪
は
心
の
体
、
有
善
有
悪
は
意
の
動
、
知
善
知
悪
は
良
知
、
為
善
去
悪
は
格
物
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
好
色
を
好
む
こ
と
は
善
を
な
す
こ
と
で
あ
り
、
悪
臭
を
悪
む
こ
と
は
悪
を
除
く
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
を
欺
く
こ
と
に
注
意
し
、
自
ら
が
快
く
な
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
、
こ
れ
を
一
念
の
微
に
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
慎
独
の
工
夫
に
他
な
ら
な
い
。
慎
独
の
工
夫
の
外
に
、
格
物
の
工
夫
と
い
う
も
の
も
な
い
。
も
し
「
物
で
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
、
格
物
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
当
に
克
己
す
べ
き
で
あ
れ
ば
克
己
し
、
克
己
と
は
一
つ
の
格
物
で
あ
る
。
当
に
窮
理
す
べ
き
で
あ
れ
ば
窮
理
し
、
窮
理
も
一
つ
の
格
物
で
あ
る
。
当
に
感
応
す
べ
き
で
あ
れ
ば
感
応
し
、
感
応
も
一
つ
の
格
物
で
あ
る
。
上
下
に
格
す
と
は
、
上
は
天
を
格
し
、
下
は
地
を
格
す
。
羞
恥
心
が
あ
れ
ば
正
し
く
、
君
心
の
過
ち
を
格
し
、
明
確
に
人
と
物
を
格
し
て
い
く
。
神
の
格
思
（
至
る
）、
幽
か
に
鬼
神
を
格
す
る
の
で
あ
る
」
と
言
う
な
ら
、
こ
れ
は
意
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
先
に
物
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
ど
う
や
っ
て
善
を
為
し
、
ど
う
や
っ
て
悪
を
除
け
ば
い
い
の
か
。
さ
ら
に
意
の
は
た
ら
き
か
け
る
対
象
が
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
致
知
の
工
夫
を
行
え
ば
い
い
の
か
。
天
地
の
間
に
は
感
応
の
み
し
か
な
く
、
感
応
は
誠
意
の
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真
の
脈
絡
で
あ
り
、
感
応
か
ら
僅
か
ば
か
り
で
も
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。
克
己
・
窮
理
と
は
善
を
為
し
悪
を
為
す
こ
と
で
あ
り
、
誠
意
の
工
夫
が
は
っ
き
る
と
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
字
を
頭
に
置
き
、
列
挙
し
て
、
つ
な
げ
る
だ
け
で
は
曖
昧
模
糊
と
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
義
に
依
拠
し
述
べ
て
い
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
。
天
地
人
物
、
鬼
神
に
至
る
ま
で
格
物
す
る
と
い
う
の
は
朱
熹
の
『
或
問
』
の
説
で
あ
り
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
、
は
っ
き
り
と
理
解
し
て
い
な
い
。
先
師
は
格
物
に
つ
い
て
は
、『
或
問
』
に
あ
る
九
説
は
す
べ
て
自
己
の
格
物
説
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
し
、
あ
な
た
も
格
物
に
つ
い
て
は
、『
或
問
』
の
九
説
は
す
べ
て
自
説
の
う
ち
に
包
摂
し
て
い
る
と
し
、
そ
れ
は
そ
う
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
要
が
あ
っ
て
作
用
は
同
じ
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
差
異
で
あ
る
の
だ
が
、
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。）
こ
の
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
は
先
に
引
い
た
「
與
万
合
渓
」
と
ほ
ぼ
同
じ
論
旨
で
あ
る
。「
同
じ
論
旨
」
と
い
う
の
は
意
は
物
に
先
行
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
で
あ
り
、「
未
だ
是
の
意
有
ら
ず
し
て
、
先
に
是
の
物
有
ら
ば
、
善
、
何
に
従
り
て
為
さ
ん
。
悪
、
何
に
従
り
て
去
ら
ん
。
且
つ
意
、
用
い
る
所
無
く
ん
ば
、
又
何
に
従
り
て
其
の
致
知
の
功
を
用
い
ん
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
與
万
合
渓
」
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
そ
れ
を
指
摘
し
て
お
く
。
（
イ
）
ま
ず
「
與
万
合
渓
」
で
は
「
意
」
と
「
物
」
の
関
係
の
み
に
論
及
せ
ら
れ
て
お
り
、「
知
」
と
「
意
」
の
関
係
等
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
「
與
万
合
渓
」
で
は
意
が
物
を
規
定
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
で
は
「
其
虚
霊
明
覚
之
良
知
之
感
応
而
動
也
、
謂
之
意
、
有
知
而
後
有
意
、
無
知
則
無
意
矣
」
と
あ
っ
て
意
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
知
が
措
定
さ
れ
る
。
（
ロ
）「
與
万
合
渓
」
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
「
天
則
」
と
い
う
語
が
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
「
天
則
」
と
い
う
の
は
「
良
知
是
天
然
之
則
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
良
知
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
「
格
物
」
と
は
「
格
者
正
也
、
物
者
事
也
」
と
解
さ
れ
王
守
仁
と
同
様
で
あ
る
が
、
つ
づ
け
て
「
格
物
者
、
致
吾
心
良
知
之
天
則
於
事
事
物
物
之
中
也
」
と
あ
る
か
ら
「
格
物
」
の
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工
夫
は
「
致
知
」
の
工
夫
と
等
し
く
な
り
、
そ
の
「
致
知
」
の
工
夫
の
内
容
と
は
、
我
が
心
の
良
知
の
天
則
を
事
事
物
物
に
致
す
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
格
物
者
、
致
吾
心
良
知
之
天
則
於
事
事
物
物
之
中
也
」
の
後
に
「
物
得
其
理
、
之
謂
格
」
と
あ
る
か
ら
、「
格
物
」
の
工
夫
は
「
物
格
」
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
こ
こ
で
は
「
格
物
」
の
工
夫
は
「
致
知
」
の
工
夫
の
中
に
包
摂
さ
れ
、「
物
格
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
工
夫
と
な
り
え
な
い
、
そ
の
よ
う
な
方
向
に
あ
る
の
で
あ
る
。「
格
者
正
也
、
物
者
事
也
」
と
い
う
解
が
示
さ
れ
る
も
実
際
に
は
ず
れ
が
あ
る
。
（
ハ
）『「
…
…
、
爲
善
去
悪
者
格
物
也
。」
如
好
好
色
謂
之
爲
善
、
如
悪
悪
臭
爲
悪
。
戒
自
欺
而
求
自
矣
、
惟
在
察
諸
一
念
之
微
、
所
謂
慎
独
也
。
捨
慎
独
之
外
、
更
無
所
謂
格
之
之
功
矣
』
と
あ
り
、「
爲
善
去
悪
」
と
い
う
「
格
物
」
の
定
義
が
「
悪
悪
臭
好
好
色
」
と
い
う
「
誠
意
」
の
定
義
と
結
び
つ
け
ら
れ
、「
格
物
」
の
工
夫
は
「
誠
意
」
の
工
夫
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
捨
慎
独
之
外
、
更
無
所
謂
格
之
之
功
矣
」
と
あ
っ
て
「
格
物
」
の
工
夫
も
「
慎
独
」
の
工
夫
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
（
ニ
）
こ
の
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
で
は
「
至
善
無
悪
者
心
之
体
也
、
有
善
有
悪
者
意
之
動
也
、
知
善
知
悪
者
良
知
也
、
爲
善
去
悪
者
格
物
也
。」
を
肯
定
的
に
引
い
て
い
る
こ
と
と
、
ま
た
（
ロ
）
は
と
も
か
く
（
ハ
）
で
述
べ
た
こ
と
を
総
合
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
格
物
」・「
致
知
」・「
誠
意
」
は
同
じ
く
聖
人
の
過
程
で
あ
る
一
の
工
夫
と
さ
れ
、
そ
こ
で
の
「
物
」・「
知
」・「
意
」
の
関
係
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
傍
線
部
の
「
良
知
者
、
寂
然
之
体
、
物
者
、
所
感
之
用
、
意
則
寂
感
所
乗
之
幾
也
」
と
な
る
。
た
だ
し
（
イ
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
意
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
知
が
措
定
さ
れ
る
こ
と
と
「
物
」・「
知
」・「
意
」
が
並
置
さ
れ
る
傍
線
部
の
定
義
と
は
や
は
り
ず
れ
が
あ
る
。
以
上
で
「
與
万
合
渓
」
に
は
な
く
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
で
の
み
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
「
格
物
」
が
「
物
格
」
と
い
う
解
釈
と
「
格
者
正
也
、
物
者
事
也
」
と
い
う
解
釈
に
割
れ
る
点
で
あ
る
。
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
に
お
い
て
、（
ロ
）
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
と
は
正
反
に
「
格
者
正
也
、
物
者
事
也
」
と
い
う
王
守
仁
の
解
釈
は
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や
は
り
残
り
、「
至
善
無
悪
者
心
之
体
也
、
有
善
有
悪
者
意
之
動
也
、
知
善
知
悪
者
良
知
也
、
爲
善
去
悪
者
格
物
也
。」
と
い
う
教
を
肯
定
的
に
引
く
。
こ
こ
で
王
畿
の
格
物
説
は
「
爲
善
去
悪
者
格
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聖
人
の
過
程
と
し
て
の
工
夫
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
形
式
上
は
先
師
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
（
ロ
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
「
格
物
」
が
「
物
格
」
と
い
う
結
果
と
し
て
解
さ
れ
、
内
容
上
は
先
師
の
そ
れ
と
の
異
な
り
を
持
つ
。
四
、「
格
是
天
則
」
「
格
」
が
「
天
則
」
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
先
に
引
い
た
「
聶
双
江
」（
二
）
と
「
大
学
首
章
解
義
」」
に
み
え
る
。
心
無
形
体
、
無
従
而
正
、
纔
欲
正
心
、
即
属
於
意
。
意
者
、
心
之
所
発
。
心
本
至
善
、
動
於
意
始
有
善
有
不
善
。
故
欲
正
其
心
者
、
必
先
誠
其
意
。
誠
意
云
者
、
真
無
悪
而
実
有
善
之
謂
也
。
然
所
以
弁
別
善
悪
之
機
、
則
在
於
良
知
。
良
知
者
、
是
非
之
心
、
善
悪
之
則
。
不
致
其
知
、
則
真
妄
錯
雑
、
雖
欲
勉
強
以
誠
之
、
不
可
得
而
誠
矣
。
故
欲
誠
其
意
、
必
先
致
其
知
。
致
知
云
者
、
非
若
拡
充
其
知
識
之
謂
也
、
致
吾
心
之
良
知
焉
。
致
者
至
也
、
易
言
知
至
、
至
之
。
知
至
者
、
良
知
也
、
至
之
者
、
致
也
。
然
欲
致
其
知
、
非
影
響
無
実
之
謂
、
是
必
有
其
事
矣
。（『
全
集
』
巻
八
、「
大
学
首
章
解
義
」）（
心
に
形
体
は
な
く
、
正
そ
う
と
す
る
と
き
の
取
っ
掛
か
り
は
な
く
、
心
を
正
そ
う
と
思
え
ば
そ
れ
は
意
で
あ
る
。
意
は
心
の
発
動
で
あ
る
。
心
は
も
と
も
と
至
善
で
あ
る
が
、
意
を
発
動
す
れ
ば
、
善
と
不
善
が
あ
る
。
だ
か
ら
心
を
正
そ
う
と
思
う
者
は
、
先
ず
そ
の
意
を
誠
に
す
る
。
意
を
誠
に
す
る
と
い
う
の
は
、
本
当
に
悪
が
な
く
、
実
に
善
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
善
悪
を
弁
別
す
る
の
は
、
良
知
で
あ
る
。
良
知
は
是
非
の
心
で
あ
り
、
善
悪
の
則
で
あ
る
。
良
知
を
致
さ
な
け
れ
ば
、
真
実
と
虚
偽
が
入
り
混
じ
り
、
意
を
誠
に
し
よ
う
と
思
っ
て
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
意
を
誠
に
し
よ
う
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と
思
う
者
は
、
先
ず
そ
の
知
を
致
す
。
知
を
致
す
と
い
う
の
は
、
知
識
を
拡
充
す
る
も
の
で
は
な
く
、
我
が
心
の
良
知
を
致
す
こ
と
で
あ
る
。
致
と
は
至
で
あ
り
、『
易
』
に
は
「
至
る
を
知
り
て
、
之
に
至
る
」
と
あ
る
。「
至
る
を
知
る
」
と
は
良
知
で
あ
り
、「
之
に
至
る
」
と
は
致
で
あ
る
。
だ
か
ら
知
を
致
そ
う
と
す
る
の
は
、
観
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
具
体
的
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。）
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
意
に
お
け
る
善
悪
を
弁
別
す
る
機
能
を
良
知
が
持
つ
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
王
守
仁
致
良
知
説
の
眼
目
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
八
目
解
釈
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、「
知
」
が
「
意
」
を
統
制
す
る
か
た
ち
に
な
り
、「
欲
誠
其
意
、
必
先
致
其
知
」
と
な
る
。
ま
た
（
二
）「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
の
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
の
（
ニ
）
で
述
べ
た
「
格
物
」・「
致
知
」・「
誠
意
」
が
同
じ
く
一
の
工
夫
と
さ
れ
、「
物
」・「
知
」・「
意
」
が
並
置
さ
れ
る
こ
と
を
反
映
し
た
「
良
知
者
、
寂
然
之
体
、
物
者
、
所
感
之
用
、
意
則
寂
感
所
乗
之
幾
也
」（「
答
呉
悟
齋
」（
二
））
と
い
う
定
義
は
「
大
学
首
章
解
義
」
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ら
れ
た
い
。
物
者
事
也
、
良
知
之
感
応
、
謂
之
物
、
物
即
物
有
本
末
之
物
、
不
誠
則
無
物
矣
。
格
者
、
天
然
之
格
式
、
所
謂
天
則
也
。
致
知
在
格
物
者
、
正
感
正
応
、
順
其
天
則
之
自
然
而
我
無
容
心
焉
、
是
之
謂
格
物
。
故
曰
格
其
心
之
物
也
、
格
其
意
之
物
也
、
格
其
知
之
物
也
、
合
内
外
之
道
也
。
此
自
末
而
帰
之
於
本
、
終
而
始
也
。
蓋
視
聴
之
物
格
、
則
知
視
聴
之
知
至
、
而
欲
視
聴
之
意
始
誠
。
…
…
意
誠
、
則
有
以
復
其
本
体
、
心
可
得
而
正
矣
。
心
正
、
則
視
聴
言
動
一
於
礼
、
身
可
得
而
修
矣
。
士
庶
人
以
一
家
為
感
応
、
則
謂
之
家
斉
、
卿
大
夫
諸
侯
以
一
国
為
感
応
、
則
謂
之
国
治
、
天
子
以
天
下
為
感
応
、
則
謂
之
天
下
平
。
是
之
謂
明
明
徳
於
天
下
、
是
之
尽
性
。
此
自
本
而
推
至
於
末
、
始
而
終
也
。（『
全
集
』
巻
八
、「
大
学
首
章
解
義
」）（
物
は
事
で
あ
り
、
良
知
の
感
応
を
物
と
言
う
、
物
は
「
物
に
本
末
有
り
」
の
「
物
」
で
あ
り
、「
誠
な
ら
ざ
れ
ば
物
無
し
」
で
あ
る
。
格
と
は
天
然
の
格
式
で
あ
り
、
天
則
で
あ
る
。「
致
知
は
格
物
に
在
り
」
と
は
、
正
し
く
感
応
し
て
、
天
則
の
自
然
に
依
拠
し
、
自
己
と
い
う
も
の
の
余
地
が
な
い
、
こ
れ
を
格
物
と
言
う
。
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だ
か
ら
先
師
は
「
其
の
心
の
物
を
格
し
、
其
の
意
の
物
を
格
し
、
其
の
知
の
物
を
格
し
、
内
外
を
合
す
る
道
な
り
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
結
末
か
ら
始
原
に
遡
る
も
の
で
あ
り
、
終
わ
り
で
あ
る
と
同
時
に
始
め
で
あ
る
。
視
聴
の
物
が
格
さ
れ
れ
ば
、
視
聴
の
知
が
至
っ
た
こ
と
を
知
り
、
視
聴
の
意
が
は
じ
め
て
誠
と
な
る
。
…
…
意
が
誠
と
な
れ
ば
、
そ
の
本
体
に
回
帰
し
、
心
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
。
心
が
正
さ
れ
れ
ば
、
視
聴
言
動
は
礼
に
法
り
、
身
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
士
と
庶
人
は
一
家
を
感
応
と
す
れ
ば
、
家
が
斉
う
と
い
い
、
卿
大
夫
と
諸
侯
は
一
国
を
感
応
と
す
れ
ば
、
国
が
治
ま
る
と
い
い
、
天
子
は
天
下
を
感
応
と
す
れ
ば
、
天
下
が
平
ら
か
と
な
る
と
い
う
。
こ
れ
を
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
い
い
、
尽
性
と
い
う
。
こ
れ
は
始
原
か
ら
結
末
に
至
る
も
の
で
あ
り
、
始
め
で
あ
る
と
同
時
に
終
わ
り
で
あ
る
。）
冒
頭
に
「
物
者
事
也
、
良
知
之
感
応
、
謂
之
物
、
物
即
物
有
本
末
之
物
、
不
誠
則
無
物
矣
。
格
者
、
天
然
之
格
式
、
所
謂
天
則
也
」
と
あ
り
、「
格
物
」
の
定
義
が
示
さ
れ
る
。
重
要
な
の
は
「
良
知
之
感
応
、
謂
之
物
」
で
あ
り
、
物
は
良
知
の
感
応
と
さ
れ
、
物
と
良
知
の
間
に
は
交
互
作
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
い
う
ふ
う
に
、「
意
」
と
「
物
」
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、「
知
」
と
「
物
」
と
い
う
枠
組
み
で
説
を
展
開
す
る
。
こ
の
格
物
説
は
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
も
「
良
知
者
、
寂
然
之
体
、
物
者
、
所
感
之
用
、
意
則
寂
感
所
乗
之
幾
也
」
と
も
異
な
る
。「
良
知
者
、
寂
然
之
体
、
物
者
、
所
感
之
用
、
意
則
寂
感
所
乗
之
幾
也
」
に
お
い
て
意
は
、
良
知
と
物
を
媒
介
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
物
に
対
す
る
働
き
か
け
は
留
保
さ
れ
て
有
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
「
良
知
者
、
寂
然
之
体
、
物
者
、
所
感
之
用
、
意
則
寂
感
所
乗
之
幾
也
」
は
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
を
部
分
的
に
変
え
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
ひ
と
く
く
り
に
で
き
る
。
こ
こ
で
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、「
大
学
首
章
解
義
」
に
お
け
る
格
物
は
工
夫
の
場
と
し
て
の
意
味
し
か
な
く
、
工
夫
の
機
能
で
は
あ
り
え
な
い
が
故
に
「
格
は
天
則
な
り
」
と
解
釈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
王
守
仁
は
「
格
は
正
な
り
」
と
い
う
訓
を
あ
た
え
て
い
る
か
ら
、「
格
物
」
を
一
つ
の
過
程
と
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。「
格
は
、
天
然
の
格
式
、
所
謂
天
則
な
り
」（「
大
学
首
章
解
義
」）
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と
い
う
格
字
の
解
釈
は
、
王
守
仁
の
そ
れ
と
は
明
白
に
異
な
る
。
王
守
仁
の
格
物
解
釈
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
格
」
を
「
正
す
」
と
解
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
格
字
之
義
、
有
以
至
字
訓
者
、
如
格
于
文
祖
、
有
苗
来
格
、
是
以
至
訓
者
也
。
然
格
于
文
祖
必
純
孝
誠
敬
、
幽
明
之
間
無
一
不
得
其
理
而
後
謂
之
格
。
有
苗
之
頑
実
以
文
徳
誕
敷
而
後
格
、
則
亦
兼
有
正
字
之
義
、
在
其
間
未
可
専
以
至
字
尽
之
也
。
如
格
其
非
心
、
大
臣
格
君
心
之
非
之
類
、
是
則
一
皆
正
其
不
正
以
帰
於
正
之
義
而
不
可
以
至
字
為
訓
矣
。
且
大
学
格
物
之
訓
又
安
知
其
不
以
正
字
為
訓
、
而
必
以
至
字
為
義
乎
。
如
以
至
字
為
義
者
必
曰
窮
至
事
物
之
理
、
而
後
其
説
始
通
、
是
其
用
功
之
要
全
在
一
窮
字
、
用
力
之
地
全
在
一
理
字
也
。
若
上
去
一
窮
下
去
一
理
字
而
真
曰
致
知
在
至
物
、
其
可
通
乎
。
夫
窮
理
尽
性
聖
人
之
成
訓
見
於

辞
者
也
。
苟
格
物
之
説
而
果
即
窮
理
之
義
則
聖
人
何
不
直
曰
致
知
在
窮
理
而
必
為
此
転
折
不
完
之
語
、
以
啓
後
世
之
弊
邪
（
４
）
。（『
伝
習
録
』
中
、「
答
人
論
学
書
」）（
格
の
字
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
至
る
と
読
む
場
合
が
あ
り
、
そ
の
用
例
と
し
て
、「
文
祖
に
格
る
」
や
「
有
苗
来
り
格
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
「
文
祖
に
格
」
っ
た
の
は
、
そ
の
純
孝
誠
敬
の
ゆ
え
に
、
幽
明
の
間
が
理
に
貫
通
さ
れ
て
い
て
、「
格
る
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
も
、
有
苗
族
の
頑
愚
が
、
舜
の
文
な
る
徳
に
感
化
さ
れ
て
は
じ
め
て
来
り
格
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
正
す
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
て
、
単
に
至
る
の
意
味
だ
け
で
は
尽
く
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
そ
の
非
心
を
格
す
」
な
ど
の
例
は
、
こ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
、
不
正
を
正
し
て
正
に
帰
せ
し
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
至
る
意
味
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
大
学
』
の
格
物
の
解
釈
に
か
ぎ
っ
て
は
、
正
す
の
意
味
に
と
っ
て
は
な
ら
ず
、
必
ず
至
る
の
意
味
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
ど
う
し
た
こ
と
な
の
か
。
も
し
、
至
る
の
意
味
に
と
る
と
し
た
ら
、
必
ず
「
事
物
の
理
を
窮
め
至
る
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
場
合
、
工
夫
の
要
所
は
む
し
ろ
「
窮
」
の
一
字
に
あ
り
、
工
夫
の
眼
目
は
「
理
」
の
一
字
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
窮
」
の
字
と
「
理
」
の
字
を
と
っ
て
し
ま
っ
て
、
た
だ
単
に
「
知
を
致
す
は
、
物
に
至
る
に
あ
り
」
と
い
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
っ
た
い
そ
れ
で
意
味
が
通
じ
る
か
。
そ
も
そ
も
、
窮
理
尽
性
は
聖
人
の
教
え
で
あ
っ
て
『
易
』
の

辞
伝
に
見
え
る
語
で
あ
る
。
も
し
格
物
が
「
物
に
格
る
」
こ
と
す
な
わ
ち
「
理
を
窮
め
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こ
と
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
聖
人
は
な
に
ゆ
え
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
「
知
を
致
す
は
理
を
窮
め
る
に
あ
り
」
と
い
わ
な
い
の
か
。
ま
し
て
こ
の
よ
う
に
屈
折
し
た
不
十
分
な
い
い
方
を
し
、
後
世
の
人
を
迷
わ
す
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。）
八
目
に
は
順
推
と
逆
推
が
あ
る
か
ら
、
各
工
夫
に
能
動
性
と
受
動
性
が
あ
る
。
格
物
を
例
に
と
れ
ば
、「
物
を
格
す
」
が
前
者
、「
物
格
さ
る
」
が
後
者
と
な
る
。
王
守
仁
の
「
格
は
正
な
り
」
と
い
う
解
釈
は
、
そ
の
能
動
性
を
最
大
限
に
見
積
も
っ
た
解
釈
で
あ
り
、「
格
」
は
「
正
」
と
い
う
動
詞
と
し
て
、
ま
た
聖
人
の
過
程
と
し
て
解
せ
ら
れ
、
一
の
工
夫
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
王
畿
『
大
学
首
章
解
義
』
の
「
格
は
天
則
な
り
」
の
「
天
則
」
に
は
動
詞
と
し
て
の
属
性
を
欠
く
。
た
だ
王
畿
の
こ
の
解
釈
が
王
門
の
諸
氏
か
ら
非
難
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
無
い
が
、
問
題
と
な
っ
た
の
は
聶
豹
の
「
格
物
に
工
夫
無
し
」
で
あ
る
。
王
畿
も
こ
の
点
に
つ
い
て
聶
豹
を
大
い
に
論
難
し
て
い
る
。
王
畿
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
多
く
の
論
争
を
展
開
し
た
が
、
批
判
の
対
象
と
し
て
の
朱
熹
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
学
誠
意
以
下
皆
有
伝
、
而
不
伝
致
知
格
物
、
非
有
欠
也
。
誠
意
之
好
悪
即
是
物
、
如
好
好
色
如
悪
悪
臭
即
是
格
物
。
毋
自
欺
也
。
不
自
欺
其
良
知
也
。
慎
独
即
是
致
知
、
慎
独
工
夫
在
好
悪
上
用
、
是
謂
致
知
在
格
物
。
知
是
寂
然
之
体
、
物
是
所
感
之
用
、
意
是
寂
感
相
乗
之
機
。
非
即
其
物
而
格
之
、
則
無
以
致
其
知
。
致
知
格
物
者
誠
意
之
功
也
。
大
学
之
要
誠
意
尽
之
矣
。
故
曰
補
之
以
伝
而
益
離
。
格
物
是
聖
門
第
一
段
公
案
。
致
知
在
格
物
、
謂
不
離
倫
物
感
応
以
致
其
知
也
。
天
生
蒸
民
有
物
有
則
、
良
知
天
然
之
則
、
物
是
倫
物
感
応
之
実
事
。
如
有
父
子
之
物
、
斯
有
慈
孝
之
則
、
有
視
聴
之
物
、
斯
有
聡
明
之
則
。
倫
物
感
応
実
事
上
循
其
天
則
之
自
然
則
物
得
其
理
矣
。
是
之
謂
格
物
。（『
全
集
』
巻
六
、「
格
物
問
答
原
旨
」）（
大
学
の
誠
意
以
下
は
皆
、
伝
が
あ
り
、
致
知
格
物
に
伝
が
な
い
の
は
、
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
誠
意
の
好
悪
が
物
で
あ
り
、「
好
色
を
好
む
が
如
く
悪
臭
を
悪
む
が
如
し
」
と
は
格
物
の
工
夫
で
あ
る
。「
自
ら
欺
く
毋
し
」
と
は
自
ら
の
良
知
を
欺
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
独
り
を
慎
む
」
と
は
致
知
で
あ
り
、
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慎
独
の
工
夫
は
好
悪
上
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
致
知
は
格
物
に
在
り
」
と
い
う
。
知
は
寂
然
の
な
る
本
体
で
あ
り
、
物
は
感
応
の
対
象
で
あ
り
、
意
は
寂
と
感
の
間
の
幾
で
あ
る
。
物
に
即
し
て
格
す
の
で
な
け
れ
ば
、
知
を
致
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
致
知
格
物
は
誠
意
の
工
夫
で
あ
る
。
大
学
の
要
は
誠
意
に
尽
き
て
い
る
。
だ
か
ら
「
格
物
補
伝
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
大
学
の
原
義
か
ら
離
れ
た
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
格
物
は
聖
門
の
第
一
段
の
公
案
で
あ
る
。「
致
知
は
格
物
に
在
り
」
と
は
、
倫
物
感
応
に
即
し
て
其
の
知
を
致
す
こ
と
を
言
う
。「
天
は
蒸
民
を
生
じ
物
有
り
則
有
り
」
と
は
、
良
知
が
天
則
で
あ
り
、
物
は
倫
物
感
応
の
実
事
で
あ
る
。
父
子
と
い
う
物
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
慈
孝
と
い
う
則
が
あ
り
、
視
聴
と
い
う
物
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
聡
明
と
い
う
則
が
あ
る
。
倫
物
感
応
の
実
事
上
に
お
い
て
天
則
の
自
然
に
従
え
ば
物
は
そ
の
理
を
得
る
。
こ
れ
を
格
物
と
言
う
。）
王
畿
は
ま
ず
、
朱
熹
の
格
物
補
伝
に
対
し
て
批
判
の
目
を
向
け
て
い
る
。
確
か
に
朱
熹
の
言
う
よ
う
に
格
物
致
知
に
は
伝
が
な
い
と
も
言
え
る
が
、『
章
句
』
が
誠
意
章
と
す
る
「
所
謂
其
の
意
を
誠
に
す
る
と
は
、
自
ら
欺
く
こ
と
毋
き
な
り
。
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
、
好
色
を
好
む
が
如
し
」
が
格
物
の
解
釈
で
も
あ
る
と
王
畿
は
先
ず
主
張
す
る
の
で
あ
る
。「
誠
意
之
好
悪
即
是
物
、
如
好
好
色
如
悪
悪
臭
即
是
格
物
」
と
あ
る
が
、
特
に
そ
の
「
誠
意
之
好
悪
即
是
物
」
と
い
う
前
半
部
分
は
わ
か
り
に
く
い
。「
悪
悪
臭
、
好
好
色
」
の
「
悪
よ
臭
」
と
「
好
色
」
が
「
物
」
で
あ
り
、
先
頭
の
動
詞
と
し
て
訓
む
「
悪
」
と
「
好
」
が
「
格
物
」
の
「
格
」
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
悪
悪
臭
、
好
好
色
」
は
誠
意
の
解
釈
で
あ
る
と
同
時
に
格
物
の
解
釈
で
あ
る
の
だ
か
ら
「
誠
意
」
即
「
格
物
」
が
導
か
れ
る
。
続
け
て
「
自
ら
欺
く
こ
と
毋
き
な
り
」
が
良
知
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
説
か
れ
、
上
記
の
誠
意
章
の
文
の
後
続
部
分
「
此
を
之
れ
自
ら
謙
く
す
。
故
に
君
子
は
必
ず
其
の
独
り
を
慎
む
」
の
「
独
り
を
慎
む
」
が
致
知
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
慎
独
」
即
「
致
知
」
が
導
か
れ
る
の
み
で
は
な
く
、
誠
意
を
解
釈
し
て
い
る
経
文
「
独
り
を
慎
む
」
が
致
知
を
も
解
釈
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
「
誠
意
」
即
「
致
知
」
が
導
か
れ
る
。
要
す
る
に
こ
こ
で
は
「
誠
意
」
が
「
格
物
」・「
致
知
」
と
同
一
視
さ
れ
、「
慎
独
」
が
「
致
知
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、「
格
物
」
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・「
致
知
」・「
誠
意
」
及
び
「
慎
独
」
は
同
一
の
工
夫
で
あ
り
、
好
悪
と
い
う
領
域
に
属
す
る
と
王
畿
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
三
目
と
「
慎
独
」
が
同
一
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
誠
意
の
伝
釈
部
分
に
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
三
目
と
「
慎
独
」
の
重
心
は
あ
く
ま
で
「
誠
意
」
に
あ
る
と
い
え
る
。「
誠
意
」
が
他
の
も
の
を
包
摂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
畿
の
考
え
に
お
い
て
は
、
朱
熹
『
章
句
』
の
誠
意
章
は
格
物
・
致
知
・
誠
意
の
伝
釈
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
「
好
悪
」
の
領
域
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
慎
独
」
が
格
物
・
致
知
・
誠
意
と
同
一
の
も
の
見
な
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
意
は
知
と
物
を
媒
介
す
る
も
の
と
さ
れ
、
知
と
物
と
は
働
き
を
異
に
す
る
が
、
三
者
と
も
同
じ
一
つ
の
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
「
知
是
寂
然
之
体
、
物
是
所
感
之
用
、
意
是
寂
感
相
乗
之
機
」
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
同
じ
一
つ
の
場
」
と
い
う
の
は
、
意
・
知
・
物
と
も
全
て
、
誠
・
致
・
格
と
い
う
動
詞
の
目
的
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
な
お
「
知
是
寂
然
之
体
、
物
是
所
感
之
用
、
意
是
寂
感
相
乗
之
機
」
と
い
う
定
義
は
先
に
引
用
し
た
「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
五
、
王
畿
の
知
行
合
一
説
何
謂
知
行
合
一
。
有
本
体
、
有
功
夫
。
聖
人
之
学
、
不
失
其
本
心
而
已
。
心
之
良
知
謂
之
知
、
心
之
良
能
謂
之
行
。
孟
子
只
言
知
愛
知
敬
、
不
言
能
愛
能
敬
、
知
能
處
是
知
、
能
知
處
即
是
能
、
知
行
本
体
原
是
合
一
者
也
。「
知
之
真
切
篤
実
處
謂
之
行
、
行
之
明
覚
精
察
處
謂
之
知
」、
知
行
功
夫
、
本
不
可
離
。
只
因
世
学
者
分
作
両
截
用
功
、
故
有
合
一
之
説
。
知
非
篤
実
、
是
謂
虚
妄
、
非
本
心
之
知
矣
。
行
非
精
察
、
是
謂
昏
冥
、
非
本
心
之
行
矣
。
故
学
以
不
失
其
本
心
者
、
必
尽
其
知
行
合
一
之
功
、
而
後
能
得
其
知
行
合
一
之
体
。
故
事
親
而
知
行
合
一
、
得
其
本
心
之
孝
、
事
兄
而
知
行
合
一
、
得
其
本
心
之
敬
、
応
事
接
物
而
知
行
合
一
、
得
其
本
心
之
条
理
、
異
於
後
世
之
知
而
不
行
、
行
而
不
知
、
入
於
虚
妄
昏
冥
而
不
得
其
本
心
者
也
。
夫
知
行
合
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一
発
於
先
師
、
而
非
始
於
先
師
。
中
庸
曰
「
道
之
不
行
、
知
者
過
之
、
愚
者
不
及
也
。
道
之
不
明
、
賢
者
過
之
、
不
肖
者
不
及
也
。」
此
便
是
孔
門
知
行
合
一
真
指
訣
。
孟
子
曰
「
智
喩
則
巧
、
聖
譬
則
力
」
智
與
聖
、
知
行
之
謂
也
。
巧
者
力
之
巧
、
力
者
巧
之
力
。
引
矢
発
矢
、
巧
力
倶
到
、
巧
有
余
而
力
不
足
、
力
有
余
而
巧
不
足
、
皆
不
足
以
言
中
。
此
合
一
之
説
。
先
師
一
生
教
人
喫
緊
之
處
、
只
有
「
在
格
物
」
三
字
、
吾
人
一
生
学
道
切
要
處
、
亦
只
有
「
在
格
物
」
三
字
。
此
儒
釈
毫
釐
之
弁
、
未
嘗
以
為
易
而
忽
之
。
然
所
謂
格
物
者
、
合
知
行
功
夫
、
而
後
謂
之
格
。
若
以
良
知
本
体
属
知
、
以
致
知
工
夫
属
行
、
知
之
体
円
、
易
於
流
動
而
不
居
、
格
則
有
矩
存
焉
。
格
物
者
、
行
其
所
知
也
。
謂
今
之
論
学
者
只
在
知
上
発
明
、
未
曽
在
行
上
発
明
、
則
是
能
知
而
不
能
行
、
知
行
分
而
為
二
、
所
以
有
「
不
在
本
体
上
、
正
在
行
持
保
任
上
」（「
答
呉
悟
齋
」（
一
）
に
引
か
れ
る
呉
悟
齋
の
説
）
之
説
。（『
全
集
』
巻
十
、「
答
呉
悟
齋
」（
二
））（
何
を
知
行
合
一
と
い
う
の
か
。
本
体
が
あ
り
、
功
夫
が
あ
る
。
聖
人
の
学
と
は
本
心
を
失
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
心
の
良
知
を
知
と
い
い
、
心
の
良
能
を
行
と
い
う
。
孟
子
は
た
だ
「
愛
を
知
り
敬
を
知
る
」
と
い
っ
て
「
能
く
愛
し
能
く
敬
す
」
と
は
い
わ
な
か
っ
た
が
、
能
く
す
る
處
を
知
る
の
が
知
で
、
知
る
處
を
能
く
す
る
の
が
能
で
あ
り
、
知
行
の
本
体
は
も
と
よ
り
合
一
し
て
い
る
。
先
師
も
「
知
の
真
切
篤
実
な
と
こ
ろ
が
行
で
あ
り
、
行
の
明
覚
精
察
な
と
こ
ろ
が
知
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
、
知
行
の
功
夫
は
分
離
す
べ
き
で
な
い
。
た
だ
後
世
の
学
者
た
ち
が
そ
れ
を
分
離
し
て
功
夫
を
行
っ
た
た
め
、
合
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
説
が
唱
え
ら
れ
た
。
知
は
篤
実
で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
「
虚
妄
」
と
い
い
、「
本
心
の
知
」
で
は
な
い
。
行
は
精
察
で
な
け
れ
ば
「
昏
冥
」
と
い
い
、「
本
心
の
行
」
で
は
な
い
。
だ
か
ら
学
ん
で
そ
の
本
心
を
失
っ
た
者
は
、
必
ず
知
行
合
一
の
功
夫
を
用
い
て
こ
そ
、
そ
の
知
行
合
一
の
体
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
親
に
つ
か
え
て
知
行
合
一
で
あ
れ
ば
、
本
心
の
孝
を
得
、
兄
に
つ
か
え
て
知
行
合
一
で
あ
れ
ば
、
本
心
の
敬
を
得
、
事
物
に
接
し
て
知
行
合
一
で
あ
れ
ば
、
本
心
の
条
理
を
得
、
後
世
の
知
る
だ
け
で
行
わ
ず
、
行
っ
て
知
ら
ず
、
虚
妄
昏
冥
に
陥
り
、
そ
の
本
心
を
失
っ
た
者
と
は
異
な
る
。
知
行
合
一
の
教
え
は
先
師
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
師
が
創
始
者
で
は
な
い
。『
中
庸
』
に
は
、「
道
の
行
わ
れ
ざ
る
、
知
者
之
に
過
ぎ
、
愚
者
之
に
及
ば
ず
。
道
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
、
賢
者
之
に
過
ぎ
、
不
肖
な
る
者
及
ば
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
孔
門
の
知
行
合
一
に
つ
い
て
の
真
の
教
え
で
あ
る
。
孟
子
に
「
智
と
は
譬
へ
れ
ば
、
則
ち
巧
、
聖
と
は
譬
へ
れ
ば
、
則
ち
力
」
と
あ
る
が
、
智
と
聖
は
知
と
行
の
こ
と
で
あ
る
。
巧
と
は
力
の
巧
で
あ
り
、
力
は
巧
の
力
で
あ
る
。
矢
を
引
い
て
発
す
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、
巧
と
力
が
と
も
に
あ
っ
て
も
、
巧
が
過
ぎ
て
力
が
足
り
な
い
、
力
が
過
ぎ
て
巧
が
足
り
な
い
、
す
べ
て
中
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
知
行
合
一
説
で
あ
る
。
先
師
の
一
生
を
か
け
て
の
教
導
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
た
だ
「
格
物
に
在
り
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
わ
れ
ら
の
学
道
に
お
い
て
最
も
重
要
な
も
の
も
、
た
だ
「
格
物
に
在
り
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
儒
釈
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
安
易
と
見
て
忽
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
格
物
と
い
う
の
は
、
知
行
を
合
わ
せ
る
工
夫
で
あ
り
、
そ
の
工
夫
の
後
に
「
格
」
と
い
う
。
も
し
良
知
の
本
体
を
知
と
し
、
到
知
の
工
夫
を
行
と
す
れ
ば
、
知
の
本
体
は
円
で
あ
る
の
だ
が
、
流
動
し
て
変
化
し
や
す
く
、
格
で
あ
れ
ば
規
矩
と
い
う
も
の
が
失
わ
れ
な
い
。
格
物
と
は
、
知
る
所
を
行
う
の
で
あ
る
。
お
も
う
に
今
の
学
ぶ
者
は
た
だ
知
の
面
に
つ
い
て
だ
け
工
夫
を
用
い
、
行
の
面
に
つ
い
て
工
夫
を
行
わ
な
い
か
ら
、
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
知
行
が
分
か
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
対
策
と
し
て
あ
な
た
の
「
本
体
上
で
は
な
く
、
行
持
上
に
お
い
て
保
任
す
る
」（「
答
呉
悟
齋
」（
一
）
に
引
か
れ
る
呉
悟
齋
の
説
）
と
い
う
説
が
あ
る
の
だ
。
こ
こ
で
「
格
物
」
は
「
格
物
と
は
、
其
の
知
る
所
を
行
う
な
り
」
と
定
義
さ
れ
、
格
物
そ
の
も
の
に
お
い
て
知
行
合
一
が
成
立
す
る
と
い
う
。
要
す
る
に
格
物
と
は
、
知
行
を
合
わ
せ
て
い
き
、
知
行
合
一
を
目
的
と
す
る
工
夫
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
王
畿
の
知
行
合
一
説
は
朱
熹
の
知
行
分
看
説
へ
の
異
議
申
し
立
て
と
い
う
性
格
を
先
ず
持
つ
。『
全
集
』
巻
十
一
、「
答
孟
会
源
」
に
は
「
後
儒
、
以
ら
く
、
誠
意
の
前
、
別
に
致
知
の
功
あ
り
、
と
。
知
行
を
分
け
て
先
後
と
為
す
」
と
あ
る
。
水
野
實
氏
は
王
守
仁
の
「
格
物
は
誠
意
の
工
夫
」
と
い
う
命
題
は
知
行
合
一
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
（
５
）
。「
格
物
は
誠
意
の
工
夫
」
が
知
行
合
一
の
合
い
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
王
畿
も
お
な
じ
よ
う
に
こ
の
句
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
例
を
次
に
あ
げ
る
。「
文
公
、
分
ち
て
、
致
知
格
物
を
先
知
と
為
し
、
誠
意
正
心
を
後
行
と
為
し
、
故
に
遊
騎
無
帰
の
慮
り
有
り
、
必
ず
須
く
敬
以
て
始
を
成
す
べ
く
、
本
源
を
涵
養
し
て
、
始
め
て
身
心
に
関
涉
す
る
所
有
り
。
若
し
物
、
意
に
生
ず
る
を
知
ら
ば
、
格
物
は
正
に
是
れ
誠
意
の
功
夫
、
誠
は
即
ち
是
れ
敬
、
一
了
百
了
、
敬
に
之
を
合
し
て
後
、
全
経
為
る
を
待
た
ず
」（「
答
呉
悟
斎
」（
二
））
と
あ
っ
て
、
王
畿
は
朱
熹
が
知
行
を
分
看
し
、
八
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目
を
分
断
す
る
か
ら
敬
が
必
要
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
格
物
は
正
に
是
れ
誠
意
の
功
」
と
述
べ
、
格
物
と
誠
意
の
工
夫
に
お
い
て
知
行
合
一
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
朱
熹
の
知
行
観
に
対
す
る
王
畿
の
反
対
意
見
で
あ
る
。
こ
こ
で
引
く
「
答
呉
悟
斎
」（
二
）
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
「
若
以
良
知
本
体
属
知
、
以
致
知
工
夫
属
行
、
知
之
体
円
、
易
於
流
動
而
不
居
」
と
あ
っ
て
、
良
知
の
本
体
を
知
と
し
、
致
知
の
工
夫
を
行
と
す
れ
ば
、
知
と
い
う
体
は
完
全
で
あ
る
が
、
そ
の
用
は
流
動
変
化
し
や
す
い
と
さ
れ
、
致
知
と
い
う
工
夫
そ
れ
自
体
に
知
行
合
一
が
成
立
す
る
こ
と
を
肯
ん
じ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
王
畿
は
知
行
合
一
が
成
立
す
る
の
は
ま
さ
に
格
物
に
お
い
て
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
格
物
を
工
夫
と
そ
の
結
果
に
分
け
て
考
え
「
格
則
有
矩
存
焉
」
（
格
さ
る
れ
ば
則
ち
矩
の
存
す
る
こ
と
有
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
格
」
字
は
主
に
、
工
夫
の
過
程
で
は
な
く
そ
の
結
果
を
指
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
句
は
「
格
者
、
天
然
之
格
式
、
所
謂
天
則
也
」（「
大
学
首
章
解
義
」）
と
同
一
内
容
の
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
格
者
、
天
然
之
格
式
、
所
謂
天
則
也
」
は
「
格
さ
る
れ
ば
、
所
謂
天
然
の
格
式
、
所
謂
天
則
な
り
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
大
学
首
章
解
義
」
の
「
格
」
字
の
意
も
「
格
す
」
と
い
う
過
程
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
格
さ
れ
た
結
果
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
「
大
学
首
章
解
義
」
の
「
格
」＝
「
天
則
」
説
は
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
王
畿
が
「
格
」
を
「
天
則
」
と
訓
ず
る
の
は
王
守
仁
の
格
物
説
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
と
前
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
格
物
と
い
う
も
の
を
工
夫
の
結
果
か
ら
の
み
と
ら
え
た
こ
と
の
帰
結
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
変
更
に
あ
わ
せ
、「
物
」
の
ほ
う
も
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」・「
良
知
者
、
寂
然
之
体
、
物
者
、
所
感
之
用
、
意
則
寂
感
所
乗
之
幾
」
か
ら
「
良
知
之
感
応
、
謂
之
物
」
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
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終
わ
り
に
王
畿
の
格
物
説
に
お
い
て
は
一
で
見
た
よ
う
に
物
の
一
義
性
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
意
の
所
用
と
し
て
の
物
と（
良
）
知
の
感
応
と
し
て
の
物
と
い
う
二
つ
の
物
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
前
者
の
立
場
、
つ
ま
り
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
い
う
立
場
を
と
る
も
の
に
、「
格
物
問
答
原
旨
」「
答
呉
悟
齋
」（
二
）
が
あ
り
、
後
者
の
立
場
を
と
る
も
の
に
「
大
学
首
章
解
義
」
が
あ
る
。
ま
た
「
意
の
用
い
る
所
を
物
と
為
す
」
と
い
う
定
義
と
「
良
知
は
寂
然
の
体
、
物
は
感
ず
る
所
の
用
、
意
は
則
ち
寂
感
乗
ず
る
所
の
幾
な
り
」（「
答
呉
悟
齋
」（
二
））
と
い
う
定
義
は
意
を
重
視
し
て
い
る
点
で
親
和
性
を
有
す
。
何
故
こ
の
よ
う
に
物
の
一
義
性
が
二
つ
に
割
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
直
せ
ば
、
何
故
王
畿
に
お
け
る
物
は
、
意
の
所
用
と
良
知
の
感
応
と
い
う
か
た
ち
に
割
れ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
は
五
で
論
じ
た
知
行
合
一
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
あ
て
は
ま
り
、
知
行
合
一
が
格
物
に
お
い
て
成
立
す
る
の
か
、
致
知
に
お
い
て
成
立
す
る
の
か
、
二
つ
に
割
れ
て
、
ど
ち
ら
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
結
果
か
ら
み
れ
ば
、
王
畿
は
、
意
の
対
象
と
し
て
の
物
と
良
知
の
感
応
と
し
て
の
物
と
の
二
重
化
か
ら
出
発
し
、
前
者
を
後
者
へ
解
消
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
「
大
学
首
章
解
義
」
が
王
畿
の
『
大
学
』
解
釈
の
定
本
で
あ
り
、
そ
の
説
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
基
づ
く
。
（
注
）
（
１
）
水
野
實
「『
致
良
知
』
説
の
構
造
と
意
味
」（『
陽
明
学
』
第
十
四
号
所
収
、
二
松
学
舎
大
学
、
二
〇
〇
二
年
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
『
格
物
』
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、『
物
を
正
す
』
と
い
う
能
動
的
な
工
夫
の
意
味
は
な
く
、『
致
良
知
』
の
結
果
『
物
が
正
さ
れ
る
』
と
い
う
『
物
格
』
の
意
味
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
…
…
か
く
し
て
『
格
物
』
は
敢
て
説
く
必
要
は
な
く
な
っ
た
次
第
で
は
あ
る
が
、『
大
学
』
と
い
う
、
守
仁
が
最
も
重
視
し
た
経
書
の
条
目
の
最
初
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
解
釈
を
施
し
、
そ
の
意
義
を
論
ず
る
必
要
は
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
。
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長
文
に
な
る
た
め
引
用
は
割
愛
す
る
が
、『
大
学
問
』
に
お
い
て
も
『
良
知
』
の
察
知
し
た
善
悪
を
処
理
す
る
の
は
、
結
局
『
致
』
か
『
格
』
か
、
判
然
し
な
い
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
（
２
）
水
野
氏
前
掲
論
文
で
は
、
王
守
仁
の
八
目
理
解
に
お
け
る
致
良
知
説
提
唱
以
前
と
以
後
の
相
違
を
以
下
の
よ
う
に
的
確
に
要
約
さ
れ
る
。「『
致
良
知
』
説
理
解
に
お
い
て
肝
要
な
こ
と
は
、
か
つ
て
『
格
物
』
に
よ
っ
て
『
致
知
（
良
知
）』
を
達
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
致
知
（
良
知
）』
に
よ
っ
て
『
致
知
（
良
知
）』」
を
達
成
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。」
（
３
）
鄭
址
郁
氏
の
「
王
龍
渓
『
四
無
説
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
三
十
五
集
所
収
、
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
氏
は
王
守
仁
の
四
句
教
に
お
け
る
無
善
無
悪
と
他
の
三
句
が
矛
盾
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
を
立
て
、
劉
起
東
の
所
言
（
以
下
引
用
）
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
問
い
に
対
し
、
守
仁
の
四
句
教
は
同
時
的
な
も
の
で
あ
り
矛
盾
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
近
年
の
無
善
無
悪
論
に
つ
い
て
の
論
文
の
中
で
重
要
な
も
の
な
の
で
、
以
下
、
論
文
の
内
容
を
要
約
し
た
。
四
句
教
を
順
次
的
な
も
の
と
す
れ
ば
、
劉
起
東
の
所
言
冒
頭
『「
有
善
有
悪
意
之
動
、
知
善
知
悪
知
之
良
」
二
語
決
不
能
相
入
、
則
知
與
意
分
明
是
両
事
矣
。』
と
い
う
よ
う
な
矛
盾
が
起
こ
る
と
す
る
。「
有
善
有
悪
意
之
動
、
知
善
知
悪
知
之
良
」
二
語
決
不
能
相
入
、
則
知
與
意
分
明
是
両
事
矣
。
将
意
先
動
而
知
随
之
邪
。
抑
知
先
主
而
意
継
之
耶
。
如
意
先
動
而
知
随
之
、
則
知
後
落
著
、
不
謂
為
良
、
如
知
先
主
而
意
継
之
、
則
離
照
之
下
、
安
得
更
留
鬼
魅
。
若
或
駆
意
於
心
之
外
、
独
以
知
與
心
、
則
法
惟
有
除
意
、
不
当
誠
意
矣
。
且
自
来
経
伝
無
有
以
意
為
心
外
者
、
求
其
説
而
不
得
、
無
乃
即
知
即
意
乎
。
果
即
知
即
意
、
則
知
良
意
亦
良
、
更
不
待
言
。（『
劉
子
全
書
』
巻
十
二
、「
学
言
」
下
）（「
善
が
あ
り
悪
が
あ
る
の
は
意
の
動
き
で
あ
り
、
善
を
知
り
悪
を
知
る
の
は
知
の
良
で
あ
る
」
と
す
る
の
は
、
矛
盾
し
て
い
て
、「
知
」
と
「
意
」
は
明
ら
か
に
二
つ
の
事
と
な
っ
て
し
ま
う
。
意
が
ま
ず
動
い
て
次
に
知
が
そ
れ
に
し
た
が
う
と
い
う
か
た
ち
に
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も
知
が
主
と
な
り
、
意
が
そ
れ
に
し
た
が
う
の
か
。
意
が
ま
ず
動
い
て
次
に
知
が
そ
れ
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
知
は
後
落
し
、
そ
の
属
性
は
良
で
は
な
く
な
る
。
逆
に
知
が
主
導
的
な
位
置
を
占
め
、
意
が
そ
れ
を
承
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
意
を
疎
外
し
て
、
ど
う
や
っ
て
対
象
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま
た
意
を
心
の
外
に
置
け
ば
、
た
だ
知
と
心
の
み
で
立
論
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
意
を
排
除
せ
ざ
る
を
得
ず
、（
八
目
の
一
つ
の
）
誠
意
を
否
定
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
今
ま
で
の
経
書
解
釈
に
お
い
て
意
を
心
の
外
に
置
く
も
の
は
無
く
、
そ
の
よ
う
な
説
を
探
し
て
み
て
も
無
駄
で
あ
り
、
む
し
ろ
知
が
即
ち
意
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
知
が
即
ち
意
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
知
も
良
で
あ
り
、
意
も
良
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。）
順
次
的
と
い
う
の
は
因
果
関
係
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
守
仁
の
四
句
教
と
は
心
が
あ
り
、
次
に
意
が
あ
り
、
次
に
知
が
あ
り
、
次
に
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
だ
か
ら
劉
起
東
の
い
う
と
お
り
、
四
句
教
を
順
次
的
な
も
の
と
み
れ
ば
、
知
と
意
ど
ち
ら
か
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
起
こ
る
。
因
果
関
係
と
い
う
の
は
原
因
と
結
果
と
い
う
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
根
拠
と
根
拠
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
関
係
で
も
あ
る
。
上
記
の
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、
劉
起
東
は
勝
義
に
お
い
て
「
知
即
意
」
と
専修人文論集９８号 52
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
有
善
有
悪
意
之
動
、
知
善
知
悪
知
之
良
」
の
部
分
―
意
と
知
の
関
係
―
に
限
っ
て
い
え
ば
、
同
時
的
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
鄭
址
郁
氏
は
同
論
に
お
い
て
劉
起
東
の
意
見
を
踏
襲
し
、
四
句
教
を
順
次
的
に
見
る
の
は
俗
流
の
見
で
あ
り
、
そ
れ
を
破
す
方
向
に
持
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
以
上
、
鄭
址
郁
氏
は
四
句
教
を
同
時
的
と
み
る
が
本
稿
で
も
そ
れ
に
従
う
。
王
畿
の
無
善
無
悪
論
も
同
時
的
な
構
造
を
取
っ
て
い
る
。
故
に
そ
の
点
に
関
し
て
王
畿
と
劉
起
東
は
同
意
見
で
あ
る
。
（
４
）
王
守
仁
の
こ
の
所
論
は
次
に
あ
げ
る
羅
整
庵
の
「
格
」
を
「
至
」
と
す
る
格
物
解
釈
に
対
す
る
反
論
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
格
字
古
註
或
訓
為
至
、
如
格
於
上
下
之
類
、
或
訓
為
正
、
如
格
其
非
心
之
類
。
格
物
之
格
、
二
程
子
皆
以
至
字
訓
之
、
因
文
生
義
、
惟
其
当
而
已
矣
。
呂
東
莱
釈
天
寿
平
格
之
格
、
又
以
為
通
徹
三
極
而
無
間
、
亦
至
字
之
義
。
然
此
之
至
字
其
意
味
尤
為
明
白
而
深
長
。
試
以
訓
格
於
上
下
曰
通
達
上
下
而
無
間
、
其
孰
曰
不
然
。
格
物
之
格
正
是
通
徹
無
間
之
意
。
蓋
工
夫
至
到
則
通
徹
無
間
、
物
即
我
、
我
即
物
、
渾
然
一
致
、
雖
合
字
亦
不
必
用
矣
。（『
困
知
記
』
巻
上
）（「
格
」
字
は
以
前
、
至
と
訓
み
、「
上
下
に
格
る
」
と
い
う
例
が
あ
り
、
ま
た
正
と
訓
み
、「
其
の
非
心
を
格
す
」
と
い
う
例
が
あ
る
。
「
格
物
」
の
「
格
」
に
つ
い
て
は
、
二
程
子
と
も
至
と
訓
み
、
経
文
か
ら
そ
の
意
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
た
っ
て
い
る
と
し
か
い
え
な
い
。
へ
だ
て
呂
東
莱
は
「
天
寿
平
格
」
の
「
格
」
を
解
し
、
三
極
に
通
じ
て
間
が
な
い
と
し
た
が
、
至
の
意
で
あ
る
。
こ
の
至
と
い
う
解
釈
が
最
も
明
白
で
あ
り
、
深
い
。
試
し
に
「
格
於
上
下
」
を
訓
じ
て
、
上
下
に
通
達
し
て
間
が
な
い
と
す
れ
ば
、
ぴ
っ
た
り
く
る
。「
格
物
」
の
「
格
」
と
は
通
徹
し
て
間
が
な
い
意
で
あ
る
。
工
夫
し
て
、
通
徹
し
て
間
が
な
く
な
れ
ば
、
物
が
我
で
あ
り
、
我
が
物
と
な
っ
て
、
渾
然
一
体
と
な
り
、
あ
わ
せ
る
と
い
う
意
で
の
合
字
な
ど
用
い
る
必
要
は
な
い
。）
（
５
）
水
野
實
「『
知
行
合
一
』
説
の
構
造
と
意
味
」（『
斯
文
』
第
一
二
七
号
所
収
、
斯
文
会
、
二
〇
一
五
年
）
